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■　新しい浄化工法実験と検討
●　市街地の非特定汚染源（ノンポイント）対策　⑦

市街地の非特定汚染源の大きな要因は、降雨初期の汚濁雨水流出が挙げられます。そのため、屋根や道路から降雨時の最初の汚れた流出水を貯留池に捕捉する方法（雨水貯留施設）、次に道路を浸透性舗装とし雨水を地下にしみ込ませる方法（雨水浸透施設）、そして市街地の側溝等汚れがたまり易い場所の清掃を定期的に行い降雨時の汚れを抑える方法（適切な維持管理）が考えられています。このうち、雨水貯留施設を岡谷市本町に設置して、平成１１年度から平成１３年度まで実験をおこないました。この結果、流出高4mm（降雨量8mm程度に相当）の流量を貯留すると汚濁負荷（ＢＯＤ、ＳＳ、窒素、リン）を約８０％削減できることがわかりました。現在は運用、維持管理の検討を行っています。（B）
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